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研究成果の概要（和文）：日中戦争下の1937年から1945年にかけて、蒋介石が連合国の指導者たちと交わした書
簡を収集した。具体的にはスターリン、ローズヴェルト、チャーチルとの往復書簡である。こうした電報や手紙
には、各国の首脳の苦悩や希望が如実に反映されており、見るべき物がある。社交辞令や時候の挨拶だけのもの
や、美辞麗句に彩られて本音をうかがうこともできないものも多い。しかしそうした書簡であっても、発信され
た理由や時期を考えるとき、様々なことを教えてくれる。
日中戦争の戦場では、中国側は常に劣勢に立たされた。しかし蒋介石にとって、外交は日中戦争を勝ち抜くため
のもう一つの戦場だった。そのための武器が書簡であったと言えよう。

研究成果の概要（英文）：Correspondence between Chiang Kai-shek and foreign leaders is the key to 
understand second world war in Asia. In this grant, I collected the letters and telegrams from 
Franklin Roosevelt, Churchill and Stalin to Chiang. Recently, their documents are open in the 
internet archives. From these documents, it was revealed that although Chiang was underestimated by 
them, he wrote many letters to solve China. Most of them are ignored, but his letter sometimes 
contributed to save the worst of his country. These letters were final weapon for Chiang.

研究分野：東アジア国際政治史

キーワード： 蒋介石　スターリン　チャーチル　ローズヴェルト　日中戦争　アジア太平洋戦争

  ３版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
戦時中の蒋介石の外交は、各国との平等を求めるものだったと先行研究では分析されている。しかし問題は、で
は各国はそのように蒋介石と中国を扱ったのかどうかだ。これは、中国側の外交文書や、蒋介石の日記を読むだ
けでは分からない。交渉相手の文書も読んで、はじめて分かることである。そうした双方の視点を積み重ねるこ
とで、世界史の中の日中戦争を位置づけることが可能となる。
手紙は対外的な「表の顔」であるのに対し、近年公開された日記は「裏の顔」だ。「表の顔」の分析をせず、日
記で「裏の顔」を暴くことに執着するのは、外交の分析としては本末転倒である。日記と手紙の両方を分析する
ことで、蒋介石の多角的な外交は明らかになる。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 
メールはもちろん存在せず、電話での首脳会談も成立しえなかった日中戦争から第二次世界
大戦の期間に、連合国の首脳たちの意思疎通の手段は、主に三つあった。首脳会談、外交官の
派遣、そして書簡である。書簡は本人の意思を伝えるものとして、外交文書の中でも最も重視
された。 
蒋介石を除くと、連合国の指導者たちの手紙は、1950年代から書籍にまとめられている。そ
の理由として、ローズヴェルトが 1945年に死去し、スターリンも 1953年に死去して、歴史上
の人物になったことが大きい。1957年には、早くもスターリンと英米の首脳間の手紙のやり取
りがソ連外務省によって刊行され、翌年には英語版が出版された。 
だが、蒋介石と各国首脳たちとの往復書簡となると、話は別である。例外的に、書籍の形で
まとめられているのは、ローズヴェルトとの往復書簡だけである。こうした背景のもと、蒋介
石と各国の指導者の往復書簡を分析することで、大戦中の中国外交を再構築することを目標と
した。 
 
２．研究の目的 
 
 日中戦争下の蒋介石の戦争指導は、良く言えば「持久戦」であり、悪く言えば「消極的抵抗」
であった。国内でも、第二次国共合作で提携していた中国共産党と、日中戦争下にもかかわら
ず衝突し、あわや内戦という事態にまでなった。こうしたことから、蒋介石には、真剣に日本
軍と戦っていたのか、というイメージが日本ではつきまとう。 
 しかし、蒋介石は彼なりの方法で戦っていた。彼が監督する戦場は、実際の戦場だけではな
い。後方支援や宣伝活動、そして外交においても蒋介石の指導力が発揮されていた。その事実
を雄弁に物語るのは、蒋介石がフランクリン・ローズヴェルト、ウィンストン・チャーチル、
ヨシフ・スターリンをはじめとする連合国の首脳とかわした書簡の数々である。本研究は、こ
うした往復書簡を分析する事で、日中戦争下の蒋介石の外交を再考しようという試みである。 
 
３．研究の方法 
 
 アメリカ、イギリス、ソ連の外交文書中にある、蒋介石との書簡のやり取りを収集した。ま
た、ローズヴェルト、チャーチル、スターリンの個人文書からも史料を収集した。アメリカな
ど、現地でも史料を収集したが、彼らについては、オンライン上で史料の公開が進んでいる。 
一方、台湾の総統府直属の歴史研究機関である台北の國史館は、蒋介石と各国の指導者の往
復書簡を所蔵している。いくつかの書簡が『中華民国重要史料初編』の第三篇「戦時外交」に
収録されている。この他にも書簡は多数あり、現地で収集するなどした。 
 
４．研究成果 
 

助成期間中に分析を進めた、蒋介石とスターリンの往復書簡についてのみ述べる。蒋介石か

らの手紙の内容は、主に四つに分けられる。 

①ソ連が日中戦争へと直接介入し、ともに日本軍と戦うことを願うもの（対日参戦）。 

②ソ連が中国と抗日統一戦線戦を組む同盟国となることを願うもの（同盟樹立）。 

③日本と戦うための軍需物資をソ連へ懇願するもの（武器援助）。 

④11月 7日のロシア革命記念日や、スターリンの誕生日の祝電。 

手紙の内容は、その時々の状況に応じてこの三つの要素が入れ替わっている。 
蒋介石にとっては、①が最も望ましく、②、③と希望順位が下がる。しかし、①を受け入れ
てもらえなければ、②でも③でもとりあえずスターリンを動かしたい。ゆえに、蒋介石の書簡
はその分量が多くなったと思われる。1942 年以降は④がそのほとんどを占めるようになるが、
それは蒋介石にとって、アメリカがソ連よりも重要になったためと推測している。もはや、ス
ターリンとの往復書簡は、いくつかの例外を除いて、儀礼的なものへと変質していった。 
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